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　春暖の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げ
ます。
　滋賀県理学療法士会の皆様には、公私を問わず格別
のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　私たちリハビリテーション専門職の未来（職域につ
いての心配事と少しの希望）について紙面をお借りし
て綴らせて頂きます。
　当老健がある東近江市は、総人口約 12 万人で 65 歳
以上が約 20％（24107 人）、介護認定者数約 4000 人

（H25.2）です。私は介護保険分野で訪問リハビリテー
ション（略：訪問リハ）を提供する立場ですので、関わ
るチャンスがある利用者様は計算上、総人口のたった
の 3％となります。その中で、訪問リハを利用している
方が約 3％強（大雑把な全国平均）とすると東近江市総
人口の約 0.1％にしか関わる事が出来ていない。これが
現状の職域です。各協会も、「このままではいけない！」
と訪問リハの研修も積極的に行い、「事業所数も増やさ
なければ！」と動いています。ちなみに私は現在、33 歳
の働き盛りで訪問リハ普及活動に尽力中です。
　世界でも類を見ない高齢化が急速に進む日本。団塊
の世代といわれる人々が後期高齢者となり総人口の約
2 割を占めるといわれる 2025 年。この頃には、1 人の高
齢者を約 1,7 人の若者で支える社会となっている・・・。
きっと、今よりも訪問リハニーズが高まり事業所は増
えている事でしょう。その頃、私は 45 歳。不摂生をせず
健康でいれば、まだ支える側です。
　では、もっと先の 2050 年以降はどうでしょう。高齢
社会のピークを過ぎて、日本の総人口数・高齢者数は
減ってきます。専門職数・事業所数は増えたのに・・・
あれ？あんなに便利だ！とあちらこちらに乱立したコ
ンビニが現在は店をたたんでいるという現状とリハビ
リテーション専門職の未来のイメージが重なってしま
うのは私だけでしょうか？この頃、私は 70 歳。作業療
法士を引退してサービスを受ける側。きっと、厳しい目

でサービスを選んでいる事でしょう。
　そんな事を考え、リハビリテーション専門職の職域
は今のままでいいのだろうかと不安を覚えていた矢
先、少しの希望と出会いました。
　それは、近江八幡市で実施されている「自分でするリ
ハビリ」という介護予防事業です。ハイリスク高齢者

（介護保険非該当者）宅へ初回・1 週間後・3 か月後と
訪問し、リハアセスメントの後、対象者とともに生活目
標を立て、日常生活動作の工夫や自分で行える体操な
どの助言をすることで、介護予防を図るというもので
した。「要支援にもなっていない ADL 自立した人に
たった 3 回の訪問で役に立てるんか？」と恐る恐る関
わらせてもらいました。関わった結果、身体機能の改善
だけではなく畑に行く回数が増えた、老人会など地域
活動を再開された、買い物へ楽に行けるようになり生
活範囲が拡大されたなど様々な行動変容を目の当たり
にし、「元気な人に対しても役に立てるやん！」という
確かな手ごたえを感じました。私たちの対象は「身体ま
たは精神に障害がある者」と定められています。しか
し、与えられた職域で個を支えるだけでなく、高齢社会
という社会全体を支える「予防」という領域にリハビリ
テーション職種が果たす役割の大きさを感じています。
　訪問リハに初めて携わった十数年前は、私の周囲に
訪問リハ経験者は片手で数えられてしまう程の人数し
かいませんでした。滋賀に来させていただいて５年。今
では、理学療法士、言語聴覚士、作業療法士の訪問リハ
仲間がたくさんできました。あの頃と比較すると訪問
リハの職域は確実に広まり認知度も高まっています。
　現場で利用者様と向き合い耳を傾けることを基盤と
し、広い視野を持ち新たなフィールドで実践を始める
行動力をもつ事が明るい未来を切り開く、そんな気が
する今日この頃です。

さ き
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１月 5日（土）臨時近畿ブロック士会長会議

１月10日（木）県医師会新春懇談会出席

１月16日（水）士会四役会

１月24日（木）介護保険サミット（ひがしおうみ）

２月26日（土）全国士会長会議（東京）

２月  3日（日）松岡副会長打ち合わせ

２月  9日（土）県連盟との打ち合わせ

２月14日（木）理事会

２月24日（日）滋賀県病院大会

会長行動録会長行動録

第41回医療功労賞受賞を祝して
大津市民病院  前会長　並河　孝　先生

　このたび、並河　孝先生におかれまして

は、長年に亘る理学療法の普及、発展に尽

くされたご功績により平成25年1月31日に

医療功労賞並びに平成25年2月24日に滋賀

県病院大会優秀職員会長表彰を受賞されま

したことを心からお祝い申し上げます。以

下に先生のご功績を簡単ではありますがご

紹介いたします。

　並河先生におかれましては、長年脳卒中

や地域の障がい者を中心にした地域医療に

取り組み、ソーシャルワーカーや保健師と

ともに地域を訪問した先駆的役割を果たし、ボランティア活動として「いき

いき介護セミナー」を立ち上げ、一般市民も巻き込んだ「生活リハビリ」の

普及にご尽力されました。また、本会におきましては、8年間にわたり会長

という重責を全うし、士会の発展になくてはならない大きな役割を果たして

いただきました。現在も監事としてご指導をいただいております。また、過

去には平成17年京都新聞社社会福祉奨励賞、同年11月滋賀県知事表彰、平

成2１年日本理学療法士協会会長賞を受賞されています。今後もますます指

導的な立場で、士会の発展にご活躍されることを期待しています。

大津市民病院  会　長　本白水　博
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厚生部　　　公募事業募集のご案内

滋賀県理学療法士会学術活動に関する査読について
教育部　桂　純一

　今年も厚生事業を会員各位より募集し、厚生部から事業運営費を援助させていただきます。以
前からこんな事をしてみたいと企画を温めておられた先生方、スポーツ大会の企画を考えておら
れる先生方は是非ご応募ください。

　　◆申し込み方法
　　　　氏名・所属・連絡先・簡単な事業内容（企画案・予算案など）を明記して、「公募事業
　　　申し込み」の件名で下記アドレスまでE-mailにてお申し込みください。厚生部より折り返
　　　しご連絡させていただきます。なお応募多数の場合は、厚生部で審査・決定いたしますの
　　　でご了承くださいますようよろしくお願い致します。
　　　厚生部受付E-mail：ptshiga_kouseibu@yahoo.co.jp
　　◆募集期間：平成２５年４月１日～平成２５年５月３１日
　　◆お問い合わせ先：東近江市立蒲生病院 リハビリテーション科 奥田
　　　　　　　　　　　TEL：0748-55-1175（代表）

　従来より士会学術誌「湖都」の会員投稿による「研究と報告」については査読を実施してまい
りましたが、平成２５年度より学術集会における会員発表についても査読をおこなうこととな
り、教育部が担当することとなりました。
　査読は、士会員の学術活動を活発に行っていただくために、アドバイスを主体にしたものと
し、士会員の中から選出された査読委員が行うものです。
　査読を行う都合上、演題や原稿締め切りが従来よりは早まることになりますので、投稿や発表
の予定をされている会員の方は〆切などに注意してください。
　なお、平成２５年度の滋賀県理学療法士学術集会の演題発表については、準備の都合上、査読
を行うことができませんのでご了承ください。
　士会員の学術活動の水準を高め、活発なものとするためのシステムとして稼働させていきます
ので、学術誌部・学会準備委員会ならびに各士会員のご理解とご協力をお願いいたします。
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（公社）滋賀県理学療法士会 学術誌【湖都】
第33号原稿募集のお知らせ

　学術誌　【湖都】　第 33 号に掲載する原稿を募集し
ます。当誌はＩＳＳＮに登録されており、生涯学習プロ
グラムの単位認定が可能です。是非，ご投稿ください。

「湖都」では、研究と報告・文献抄録への投稿に対し、研
究の公正を保つために査読を実施しています。査読基
準は、研究のデザインが妥当かどうかや、研究がより良
いものになるようベテランの先生方からアドバイスを
頂けるレベルに設定させていただいております（詳細
は士会ホームページを参照下さい）。
　日頃の皆さんの研究や活動を発表していただき，研
鑚の場に出来るようにご協力をお願い致します。

＜投稿規定＞
１．募集内容および執筆枚数
　（１）研究と報告　実験的研究、調査、症例報告などが
　　　対象です。文献、図表を含めて刷り上がり 4 ～ 6
　　　頁 (400 字詰め原稿用紙 17 ～ 25 枚程度 ) と
　　　して下さい。
　（２）印象記　　　学会、講習会などに参加しての印
　　　象についてまとめてください。研修旅行につい
　　　てなど含みます。刷り上がり 2 頁（400 字詰原
　　　稿用紙 8 枚程度）として下さい。　　
　（３）文献抄録　　英文等に限ります。刷り上がり 2
　　　頁（400 字詰原稿用紙 8 枚程度）として下さい。
　（４）短　　報　　各部の活動紹介や成果のまとめ。
　　　刷り上がり 2 頁（400 字詰原稿用紙 8 枚程度）
　　　として下さい。
　（５）ＰＴ苦楽部　日頃、ＰＴとして感じていること
　　　（苦しいこと，楽しいこと）など自由な意見を随
　　　筆風にまとめてください。刷り上がり 1 頁（400
　　　字詰原稿用紙 4 枚まで）として下さい。
　（６）書　　評　　現在使用中の書籍で、臨床に役立
　　　ち、分かりやすい本をご紹介ください。書名、著
　　　者名、出版社、定価等を明記し、刷り上がり 1 頁
　　　（400 字詰原稿用紙 4 枚程度）として下さい。
※詳しくは、（公社）滋賀県理学療法士会ホームページ
　「原稿記入書き方 2013」を参照して下さい。

２．執筆規則
　（１）Word を原則とします。（その他はお問い合わせ
　　　下さい）
　　　「原稿記入書き方 2013」別掲に則り、横書き、口
　　　語体、数字は算用数字、数量はＳＩ単位とします。
　（２）外国の人名には原語を用い、タイプまたは活字
　　　体で明瞭に書くこと、外国の地名はカタカナ書
　　　きとしてください。術語はできる限り訳語を用
　　　い，必要に応じて（　）の中に原語を入れて下さ
　　　い。
　　　（例）理学療法（physical therapy）

　（３）参考文献・引用文献は引用順に，参考文献はア
　　　ルファベット順に配列し、文末に掲げて下さい。
Ａ．雑誌の場合（例）
　１）今井至：足趾変形矯正装具；エルコトン，ベルコ
　　 プラストの活用，ＰＴジャーナル 26：188-190，
　　 1992
   ２）Greer M.etal:Physiological responses to 　
　　　low-intensity cardiac rehabilitation 　　　
　　　exercises，Phys Ther 60:1146-1151，1980.  
Ｂ．単行本の場合（例）
　１）千野直一：臨床筋電図・電気診断学入門，第２版，
　　1981
　２）Basmajian JV : Muscles Alive.
　　 Their Functions Revealed by 　　　　　　　
　　 Electronomyography， 4thed Williams＆　　
　　 Wilkins， Baltimore， 1979.

　（４）別紙　「湖都・投稿承諾書」・「投稿論文チェッ
　　　ク表」に必要事項をご記入いただき、投稿時に添
　　　付してください。（原稿を御寄稿いただける先生
　　　には学術誌部より「投稿承諾書」・「投稿論文チェッ
　　　ク表」をお送りいたしますので下記アドレスま
　　　で御連絡下さい。

　（５）e-mail で投稿を優先してお願いします。図表等
　　　のデータ量が大きい場合はメールでは送れない
　　　事があります。その時は、CD-R もしくはフラッ
　　　シュメモリ等記録媒体での送付をお願いします。
　　　データ送付時に必ずウィルス対策ソフトでの
　　　チェックをお願いします。記録媒体の返却をご
　　　希望なさる方は必ず明記下さい。

　（６）著作権は（公社）滋賀県理学療法士会へ帰属する
　　　ことをご了承願います。

３．校正
　 著者校正は行いません。

４．締切日　　平成 25 年 10 月末日

５．本誌への投稿，問い合わせ先（ホームページにも掲
    載中）
　 〒524-8524  守山市守山 5 丁目 4-30
    滋賀県立成人病センター　リハビリテーション科
　 野洲達史
    e-mail：ptshigagj@yahoo.co.jp （件名に必ず学
    術誌湖都と入れてください）
　 原則メールでのみ対応させて頂きます。



－5－

(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№17７（2013－４）

68読みました！本

68読みました！本

　“ ある日 森の中 くまさんに 出会った 花咲く森の道 くまさんに出会った～♪”
童謡を歌いながら、アイツがやって来る！冒頭いきなりアメリカ民謡から始まる物語
　文庫本を読む習慣がない私は、本屋さんで愛らしい (？) 表紙に惹かれ、この本を手
に取りました。 
　次々に起こる殺人事件…その犯人は通称“ もりのくまさん ”。
犯人の目星もつかないまただただ物語の中に引き込まれていきました。まさかの犯人の
正体でまず 1 驚き。さらにはサラッと、シレッと明かされる“ 森のくまさん ”のもう一つ
の秘密で２驚き。一本取られた！とつぶやいてしまいます。読みながら情景をイメージし
やすく、文字も窮屈ではないので 3 時間で読破できました！！
　難しい文献や参考書は隣において、息抜きがてらに一度手にとってみてはいかがで
しょう？

【著者名】
堀内公太郎

【出版社名】
宝島社文庫

公開処刑人 森のくまさん

【著者名】
天野　篤

【出版社名】
飛鳥新社

一途一心、命をつなぐ

近江八幡市立総合医療センター　寺井　基子

　天皇陛下の執刀医であった天野篤先生が手術から一年余が過ぎ、マスコミを再
度賑わしている。天野先生は、心臓のバイパス手術で難しいオフポンプ法（人工
心肺装置を使わずに心臓が動いたままの状態で手術を行う）の第一人者である。
心臓外科医を目指したこととここまで腕を上げられたのは、お父さんの偉大な存
在を挙げている。心臓弁膜症で52歳に僧房弁置換術、62歳で弁の交換術、その半
年後に縫合不全が見つかり、66歳で３度目の手術で帰らぬ人となられた。3度目
の手術には手術に立ち会われたが、数々合併症に見舞われ、その後死を看取られ
た。あの時元気になっていたら、今の自分がなかったと述べられている。また、
今の自分の技術なら父を助けられていたと確信すると述べられている。父が「心
臓外科医として、もうこれだけは絶対やるなよ」と最後の手術で命と引き換えに
教えてくれたとお父さんの偉大さと存在感の大きさが強調されている。私がテレ
ビで感動したのは手術後の記者会見で、手術が成功したかの判断は、陛下が術前
に希望された公務と日常生活を取り戻された時点で判断できることと話された。
高名な医師で手術技術のみで患者さまが置き去りにされていることを現場で見聞
きし、手術の主役は誰と言いたくなることを身近で感じることがある。患者さま
が安心した生活を取り戻すことが、医療であると再認識した。是非ご一読くださ
い。

大津市民病院　並河　孝
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第３回 写真コンテスト 作品募集
　滋賀県理学療法士会厚生部では、“滋賀の魅力”をテーマとした第３回
写真コンテストを開催し、会員の皆様からの作品を大募集致します。

◆応募期間
　平成２５年４月１５日（月）～平成２５年５月３１日（金）
◆テーマ
　【滋賀の魅力】
　　私たちが暮らす滋賀の魅力、例えば観光スポットや景色、名物料理、人間模
　様など何でもかまいません。他県に誇れる滋賀の魅力を写真に撮り、気軽にご
　応募ください。
◆各賞
　グランプリ(１名)　　準グランプリ(１名)　　優秀賞(５名)
　士会長賞（１名）　　厚生部長賞（１名）　　参加賞（入賞者以外）
 【各賞ごとに副賞を用意しております。昨年はデジタルフォトフレームなどでした。】
　　※入賞作品は抄録集や県士会ホームページ等に使用します。
◆審査方法・審査発表
　滋賀学会(６月２３日)の会場にて会員による投票で決定します。
　会長賞・部長賞は除く。
　　審査結果は本人連絡および士会ニュースで発表します。
◆応募方法
　　デジカメ・スマートフォンなどで撮影したものを下記までお送りください。
　件名を“写真コンテスト”とし、①写真題名、②氏名、③所属、④連絡先を記入
　してください。
　※ファイルサイズが極端に大きい場合は、必ず圧縮してからお送りください。
　　応募先：ptshiga_kouseibu@yahoo.co.jp
                （ptshigaの後はアンダーバー）

第２回写真コンテスト グランプリ作品
“しあわせつかんだよ！！”

◆注意事項
　応募は１人につき１点とします。
　・被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねます。
　・応募者本人が撮影し、すべての著作権を有しているものに限ります。
　・全応募作品の使用権は主催者に帰属し、プリント展示・出版物等へ無償で
　　使用させていただきます。
　・テーマにそぐわないもの・不鮮明なもの等は、応募されても無効とします。

お問い合わせ先：東近江市立蒲生病院 リハビリテーション科　奥田
　　　　　　　　TEL：0748-55-1175（代表）

滋賀県理学療法士会　厚生部

ファイルサイズが極端に大きい場合は、必ず圧縮してからお送りください。
ptshiga_kouseibu@yahoo.co.jp

グランプリ作品

被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねます。



　(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№177（2013－4）

－7－

新入会員歓迎会のご案内新入会員歓迎会のご案内
　今年も恒例の新人歓迎会を開催致します。こ
の春、滋賀県理学療法士会へ入会されました新
人理学療法士の先生方ならびに既存会員の先
生方、是非お誘い合わせの上ご参加の程よろし
くお願い致します。

　日　　時：平成２５年６月３０日（日）　　
　　　　　　17：00 ～ 19：30
　※新人研修会終了後に開催します。終了時刻
　　により歓迎会開始時刻が変わる可能性が
　　あります。
　会　　場：あたか飯店　大津店
　会　　費：新入会員　無料
　　　　　　既存会員　3,000 円
　交通手段：研修会会場から送迎バスを出　
　　　　　　す予定。

【各施設の代表者様へのお願い】
　平素より士会活動にご尽力いただきありが
とうございます。この春より新人理学療法士が
入職されました施設におきましては、新人の先
生方へ歓迎会参加申し込みのご案内をよろし
くお願い致します。

申し込み方法：新人研修会の申し込みと合わ
せて生涯学習部宛にお申し込みいただくか、厚
生部宛に E-mail か FAX にてお申し込みくだ
さい。どちらか一方でかまいません。
申し込み先：E-mail taka-much@nagahama-hp.jp
 （生涯学習部・研修会申し込みと合わせて）
ptshiga_kouseibu@yahoo.co.jp

（厚生部受付）先
　※件名・氏名・所属・送迎バス利用の有無  
　　を必ず明記してください。件名は、生涯学
　　習部宛の場合は“１年次新人研修会・新人
　　歓迎会申込み ”、厚生部宛の場合は“ 新人
　　歓迎会申込み ”としてください。

（東近江市立蒲生病院 リハビリテーション科 奥田 宛）
FAX 0748-55-1178

※飲酒の席ですので公共交通機関、送迎バスの
　利用をお願い致します。　また会場の駐車ス
　ペースが限られており駐車できない場合が
　あります。可能な限り送迎バスの利用をお願
　い致します。
　　前日・当日キャンセルについてはキャン
　セル料を徴収させていただきますのでご注
　意ください。

厚生部

　　　　　　す予定。

【各施設の代表者様へのお願い】

交流会も兼
ねています

ので、既存会
員の先生

方も是非参
加してくだ

さい！

平成25年4月1日
会員各位

公益社団法人　滋賀県理学療法士会
会長　本白水博

（公印省略）

平成25年度定時総会開催通知
　平成25年度定期総会を定款第15条に基づき下記の通り開催いたします。会員各位におか
れましては、ご出席、ご審議賜りますようご通知いたします。

記
　　　日　時：平成25年5月19日（日）15時受付　15時15分開始
　　　場　所：ピアザ淡海　ピアザホール

尚：総会の日時等が変更になることもございます。別に発送される総会案内、および定時
総会議案書をご確認の上ご出席ください。

以上
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　(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№176（2013－2）

時　　間

　９：４０～１０：４０

１０：５０～１１：５０

１３：００～１４：００

１４：１０～１５：１０

１５：２０～１６；２０

　　　　　　　　　　　内　　容

A-1理学療法と倫理

A-2協会組織と生涯学習システム

A-3リスクマネージメント（安全管理と感染予防を含む）

A-4人間関係と接遇（労働衛生含む）

A-5理学療法における関連法規（労働法含む）

日　時：平成25年6月30日（日）　　　

会　場：ピアザ淡海会議室　207会議室

申込み：下記アドレスまでE-mailにて、事前にお申込みください。件名には、必ず「１年次

　　　　新人研修会・新人歓迎会申込み」と入れ、氏名・所属を明記して、新人研修会と新

　　　　人歓迎会の出欠を一緒にお知らせください。送迎バスが出ますので、使用の有無に

　　　　ついてもご記載ください。所属施設ごとの一括申し込みにご協力をお願いします。

　　　　申込み先アドレス：市立長浜病院リハビリテーション科  町本宛

　　　　　　　taka‒much@nagahama 　　

　　　　　　　締め切り：平成25年6月20日（木）　　　　　

　　　　　　　定員：70名

　　　　　　　＊参加者には締め切り後、折返し連絡いたします

　　　　　なお、研修会の資料を配布いたしませんので、各自マイページからダウンロード

　　　　　しご持参いただきますよう、よろしくお願いいたします。

公益財団法人近江兄弟社ヴォーリズ記念病院　安居　伸悟

滋賀県理学療法士会公開講座が、3月11日（月）にACTY近江八幡

にて開催されました。第1部『腰痛の理解』、第2部『腰をやすらか

にする体操のご紹介』という2部構成のテーマでした。第1部では、

主に身体の構造・腰痛の要因となる疾患・日常生活の中での注意

点・不良姿勢の改善方法についての説明がありました。第2部では、

身体の特定の部位やご自身の動き方に注意を向けて、体操実施前と

実施後の変化に気づいて頂きました。参加者の反応は良く、講演中

に何度もうなずかれ、メモを取られる方が多数おられ、体操後には

身体の感覚の違いを実感され、感嘆の声を上げる方もおられました。

講演後には積極的な質問・相談があり、盛況な公開講座となりました。

新人教育プログラム必須研修のお知らせ

研修内容

○滋賀県理学療法士会公開講座○
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○報告事項の経過の要領
各部、各委員会の報告
総務部　平岩担当理事より報告
１．会員管理関係

会員数　６８６名　うち自宅会員 97 名
未納退会者　８名あり、うち５名が督促によ
り会費納入。協会と交渉して復会となった。
求人広告依頼　生田病院　華頂会の２件あり

２．経理関係
現在年末の税務処理を行っている（パート給
与、謝金等に関して）。

３．その他　
折り込みに関する規定　作成中　年明けの理
事会で議決したい。

基準の考え方として
１）士会員に利益がある（士会員の資質の向上
に役立つ）と思われる情報は流す。
２）明らかに利益を目的としている研修会は
流さない。（利益を目的としているか否かの判
断は難しいところです。最終事務局の主観的
な判断になるかと思います。）
３）カラーポスター、カラーチラシなどは依頼

主から印刷されたものを、配布数分送られて
きた場合にのみ受付ける。（士会では印刷しな
い）

理事の意見
　以前よりたびたび折り込みの発送について
議論があったが、基準の定めがなく、毎回あい
まいな対応となっている。１２月は兵庫医大
からの研修依頼があったが、事務局長判断で
案内を配布することにした。私としては会員
に有益な情報提供することは士会の義務だと
考えている。しかし、会員にとって有益か否か
を判断することは困難な作業である。あと、費
用的に折り込み一枚１０００円弱の印刷費用
が発生することは予算的に厳しい。メーリン
グリストなどをより活用して、安価な方法で
情報提供することをより促進すべきかと考え
ている（平岩理事）。
　士会から折り込み、ニュースのように提供
される情報と、ホームページのように会員の
意志で入手する情報を分けて考える必要があ
る（柴田理事）。
　12月の兵庫医大の研修会については病院以

外に勤める会員や自宅会員には士会の配布物
以外に知る手段がなかったので、入れても
らってよかった（松岡理事）。

その他の報告
１．近畿ブロック会議報告
近畿ブロック士会長会議報告
平成 24 年 11 月 10 日（土）
本白水会長より以下の点について報告があっ
た。
１） 会費未納退会者の対応
２） 協会主催の研修会が埋まらない件につい
　   て
３） 廃用症候群の廃止の情報について
４） リンパ浮腫の講習にかんすること
５） 次年度以降の学術大会の予定
６） 新プロを他士会で受けることについて
７） 各県のリハセンターについての状況につ
　  いて
８） 参議院選に関すること

理事の意見
　廃用症候群の算定が廃止されると患者に不
利益になるのではないか（柴田理事）。
　全く同感であり、廃止されたとしても何か
代替の措置があるのか知りたかったのでブ
ロック会議で発言した（平岩理事）。

一．議事の経過の要領及び議案別議決の結果
議案１　講演報酬に関する規定の改正につい
て平岩理事より提案、説明があった。
資料１のように講演報酬に関する規定につい
て改正を行いたい。
改正理由として、理学療法士以外の講師の講
演料が欠落している、原稿料の規定がないた
め。
議長が賛否を議場に諮ったところ、満場一致
を持って異議なく可決した。

議案２　年度末理事会日程について平岩理事
より提案、説明があった。
公益法人では来年度予算決定を年度内に理事
会で行うことになっているが、年明けの理事
会は２月のみとなっているため、２月理事会
で予算が通らなかった場合には３月に臨時理
事会を開催したい。
議長が賛否を議場に諮ったところ、満場一致
を持って異議なく可決した。

一．監事の意見
とくになし。
資料１　紙面の都合で割愛します。ホーム
ページをご参照ください。

日　　時　　平成 24 年 12 月 13 日 ( 木 )19 時 30 分から 21 時 00 分
場　　所　　滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション部
出席理事　　本白水博　平岩康之　松岡昌巳　宇於崎孝　弘部重信　酒井英志　柴田健治
　　　　　　久保貴弘　石井隆　町本高章　川崎浩子　
　　　　　　出席監事　前川昭次　並河孝
　　　　　　現在理事数 11 名　監事数 2 名
　　　　　　欠席理事　なし　欠席監事　なし
議　　長　　本白水博　（定款の定めによる）
定足数確認
19 時 30 分時に理事本白水博が開会を宣し、本日の臨時理事会は定款所定数を満たしたので
有効に成立した旨を告げた。

平成24年度公益社団法人滋賀県理学療法士会第5回理事会議事録（要約）



－10－－9－

(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№177（2013－4）(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№177（2013－4）

○報告事項の経過の要領
各部、各委員会の報告
総務部　平岩担当理事より報告
１．会員管理関係

会員数　６８６名　うち自宅会員 97 名
未納退会者　８名あり、うち５名が督促によ
り会費納入。協会と交渉して復会となった。
求人広告依頼　生田病院　華頂会の２件あり

２．経理関係
現在年末の税務処理を行っている（パート給
与、謝金等に関して）。

３．その他　
折り込みに関する規定　作成中　年明けの理
事会で議決したい。

基準の考え方として
１）士会員に利益がある（士会員の資質の向上
に役立つ）と思われる情報は流す。
２）明らかに利益を目的としている研修会は
流さない。（利益を目的としているか否かの判
断は難しいところです。最終事務局の主観的
な判断になるかと思います。）
３）カラーポスター、カラーチラシなどは依頼

主から印刷されたものを、配布数分送られて
きた場合にのみ受付ける。（士会では印刷しな
い）

理事の意見
　以前よりたびたび折り込みの発送について
議論があったが、基準の定めがなく、毎回あい
まいな対応となっている。１２月は兵庫医大
からの研修依頼があったが、事務局長判断で
案内を配布することにした。私としては会員
に有益な情報提供することは士会の義務だと
考えている。しかし、会員にとって有益か否か
を判断することは困難な作業である。あと、費
用的に折り込み一枚１０００円弱の印刷費用
が発生することは予算的に厳しい。メーリン
グリストなどをより活用して、安価な方法で
情報提供することをより促進すべきかと考え
ている（平岩理事）。
　士会から折り込み、ニュースのように提供
される情報と、ホームページのように会員の
意志で入手する情報を分けて考える必要があ
る（柴田理事）。
　12月の兵庫医大の研修会については病院以

外に勤める会員や自宅会員には士会の配布物
以外に知る手段がなかったので、入れても
らってよかった（松岡理事）。

その他の報告
１．近畿ブロック会議報告
近畿ブロック士会長会議報告
平成 24 年 11 月 10 日（土）
本白水会長より以下の点について報告があっ
た。
１） 会費未納退会者の対応
２） 協会主催の研修会が埋まらない件につい
　   て
３） 廃用症候群の廃止の情報について
４） リンパ浮腫の講習にかんすること
５） 次年度以降の学術大会の予定
６） 新プロを他士会で受けることについて
７） 各県のリハセンターについての状況につ
　  いて
８） 参議院選に関すること

理事の意見
　廃用症候群の算定が廃止されると患者に不
利益になるのではないか（柴田理事）。
　全く同感であり、廃止されたとしても何か
代替の措置があるのか知りたかったのでブ
ロック会議で発言した（平岩理事）。

一．議事の経過の要領及び議案別議決の結果
議案１　講演報酬に関する規定の改正につい
て平岩理事より提案、説明があった。
資料１のように講演報酬に関する規定につい
て改正を行いたい。
改正理由として、理学療法士以外の講師の講
演料が欠落している、原稿料の規定がないた
め。
議長が賛否を議場に諮ったところ、満場一致
を持って異議なく可決した。

議案２　年度末理事会日程について平岩理事
より提案、説明があった。
公益法人では来年度予算決定を年度内に理事
会で行うことになっているが、年明けの理事
会は２月のみとなっているため、２月理事会
で予算が通らなかった場合には３月に臨時理
事会を開催したい。
議長が賛否を議場に諮ったところ、満場一致
を持って異議なく可決した。

一．監事の意見
とくになし。
資料１　紙面の都合で割愛します。ホーム
ページをご参照ください。

日　　時　　平成 24 年 12 月 13 日 ( 木 )19 時 30 分から 21 時 00 分
場　　所　　滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション部
出席理事　　本白水博　平岩康之　松岡昌巳　宇於崎孝　弘部重信　酒井英志　柴田健治
　　　　　　久保貴弘　石井隆　町本高章　川崎浩子　
　　　　　　出席監事　前川昭次　並河孝
　　　　　　現在理事数 11 名　監事数 2 名
　　　　　　欠席理事　なし　欠席監事　なし
議　　長　　本白水博　（定款の定めによる）
定足数確認
19 時 30 分時に理事本白水博が開会を宣し、本日の臨時理事会は定款所定数を満たしたので
有効に成立した旨を告げた。

平成24年度公益社団法人滋賀県理学療法士会第5回理事会議事録（要約）
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外に勤める会員や自宅会員には士会の配布物
以外に知る手段がなかったので、入れても
らってよかった（松岡理事）。

その他の報告
１．近畿ブロック会議報告
近畿ブロック士会長会議報告
平成 24 年 11 月 10 日（土）
本白水会長より以下の点について報告があっ
た。
１） 会費未納退会者の対応
２） 協会主催の研修会が埋まらない件につい
　   て
３） 廃用症候群の廃止の情報について
４） リンパ浮腫の講習にかんすること
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一．議事の経過の要領及び議案別議決の結果
議案１　講演報酬に関する規定の改正につい
て平岩理事より提案、説明があった。
資料１のように講演報酬に関する規定につい
て改正を行いたい。
改正理由として、理学療法士以外の講師の講
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を持って異議なく可決した。

議案２　年度末理事会日程について平岩理事
より提案、説明があった。
公益法人では来年度予算決定を年度内に理事
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会は２月のみとなっているため、２月理事会
で予算が通らなかった場合には３月に臨時理
事会を開催したい。
議長が賛否を議場に諮ったところ、満場一致
を持って異議なく可決した。

一．監事の意見
とくになし。
資料１　紙面の都合で割愛します。ホーム
ページをご参照ください。
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日　時　　5月25日（土）１５：００～１６：３０

会　場　　大津市民病院　9階ABC会議室

テーマ　　「理学療法の将来展望」

講　師　　山口　かずゆき　先生

　　　　　元衆議院議員・協会理事・福島県会長

申　込　　不要

参加費　　無料

連絡先　　大津市民病院　リハビリテーション部　本白水　博
　　　　　TEL（077）526-8357　　E-mail : ptshiga@ares.eonet.ne.jp
　　　　　＊元衆議院議員で協会理事でもある山口先生に今後の理学療法の方向
　　　　　性について話しいただき、多くの時間をディスカッションに費やし、医療・
　　　　　介護・福祉領域での課題について意見交換を行いたいと考えています。

平成25年度第1回公開講座

理学療法士講習会（基本編）

4月号

セ ミ ナ ー 種 別 理学療法士講習会 ( 基本編 )

学 会・ 研 修 会 名 カルテを読み解くことで病態を理解し理学療法を行おう (中枢疾患・内部疾患を中心に )

日時（受付開始時間）平成 25年 6月 9日（日）8時 45分受付～ 16時 30分終了

会場（会場名・住所） (仮 ) コラボしが２１〒 520-0806　滋賀県大津市打出浜２－１

内 　 容

実際の病態毎を ( 偽装 ) カルテ等を用い、様々な検査データ・画像などから現在の病態
を正しく理解し、よりよい理学療法へとつなげることを行っていく。
講義形式にて 4コマを循環器・呼吸器・中枢障害・がんリハなど理学療法士が携わる多
岐にわたる分野を解説していく。

講 師 名（ 所 属 ）
平岩康之 /前川昭次 /岩井宏治 ( 滋賀医科大学医学部附属病院
リハビリテーション科 )
阪上芳男 ( 滋賀医科大学医学部附属病院　医師 )

受 講 費 2,000 円

定 　 員 100 名

問 合 先 ※ makotomosora@yahoo.co.jp

受 講 者 決 定 方 法
会場最大収容人数までは申し込み順とし、
以降は受講をお断りさせて頂きます。

WEB 公 開 期 間 平成 25年 4月 1日～ 8月 31日

参 加 申 込 み 期 間 平成 25年 4月 1日～ 7月 6日

そ の 他

プ ロ グ ラ ム 等
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4月分

　○会員数　689名（平成25年2月1日現在）

　○賛助会員6社

　会員異動（平成24年12月1日から平成25年1月31日）

　異動　14件　休会 1

会員異動に関して
　所属施設の変更、県内外への異動、姓の変更、自
宅住所の変更などがありましたら必ず、協会の
ホームページ（マイページ）にてお手続きくださ
い。
　マイページ上で手続きが困難な場合は従来通
りの異動届を下記問い合わせ先まで送付してく
ださい。本県士会の送付先は事務局ではありませ
んのでご注意ください。
　異動手続きを怠りますと協会や士会からの発
送物がお届けできないばかりか、転居後新しい住
民の方にご迷惑をおかけすることがございます。
日本理学療法士協会ホームページ
http://www.japanpt.or.jp/ 

求人情報について
　士会ホームページに求人情報のページを作成
いたしました。お役立てください。
http://www.shiga-pt.or.jp/kyujin/index.htm

協会費クレジットカードの切り替えについて
　Nicos カードから楽天カードへの切り替えを
なるべく速やかに行っていただきますようお願
い申し上げます。手続きは協会の会員専用サイト
http://www.japanpt.or.jp/gl/　より行ってく
ださい。この件に関するお問い合わせは日本理学
療法士協会事務局　TEL 03-5414-7911 まで
お願いします。

会費未納の方へ
　会費未納の方は速やかに納金してください。原
則的には楽天カードまたは協会からの督促時の
コンビニ払いとなりますが、困難な場合は士会口
座にお振込みください。
滋賀銀行　瀬田駅前支店　普通口座 741056　
シャ）シガケンリガクリョウホウシカイ

会員異動、会費関係問い合わせ先
〒520-2192
大津市瀬田月輪町　滋賀医科大学医学部附属病院
リハビテーション部　平岩康之　宛
問い合わせ　hiraiwa@belle.shiga-med.ac.jp
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広報部メールアドレス

shigaptnews@infoseek.jp

編集後記
　WBCも日本がオランダに圧勝しました。これには、

選手を支えている沢山の方々の目に見えない努力

の賜物と感じました。我々の仕事も沢山の方々に支

えられていると思い、日々感謝の気持ちを忘れない

でいたいものです。士会ニュースの発行にも、沢山

の方々の思いが込められています。大切に１ページ、

１ページを読んでいただければ、うれしく存じます。

M・Kより

編集後記



(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№177（2013－4）

－13－ －14－

(公社)滋賀県理学療法士会ニュース　№177（2013－4）

4月分

　○会員数　689名（平成25年2月1日現在）

　○賛助会員6社

　会員異動（平成24年12月1日から平成25年1月31日）

　異動　14件　休会 1

会員異動に関して
　所属施設の変更、県内外への異動、姓の変更、自
宅住所の変更などがありましたら必ず、協会の
ホームページ（マイページ）にてお手続きくださ
い。
　マイページ上で手続きが困難な場合は従来通
りの異動届を下記問い合わせ先まで送付してく
ださい。本県士会の送付先は事務局ではありませ
んのでご注意ください。
　異動手続きを怠りますと協会や士会からの発
送物がお届けできないばかりか、転居後新しい住
民の方にご迷惑をおかけすることがございます。
日本理学療法士協会ホームページ
http://www.japanpt.or.jp/ 

求人情報について
　士会ホームページに求人情報のページを作成
いたしました。お役立てください。
http://www.shiga-pt.or.jp/kyujin/index.htm

協会費クレジットカードの切り替えについて
　Nicos カードから楽天カードへの切り替えを
なるべく速やかに行っていただきますようお願
い申し上げます。手続きは協会の会員専用サイト
http://www.japanpt.or.jp/gl/　より行ってく
ださい。この件に関するお問い合わせは日本理学
療法士協会事務局　TEL 03-5414-7911 まで
お願いします。

会費未納の方へ
　会費未納の方は速やかに納金してください。原
則的には楽天カードまたは協会からの督促時の
コンビニ払いとなりますが、困難な場合は士会口
座にお振込みください。
滋賀銀行　瀬田駅前支店　普通口座 741056　
シャ）シガケンリガクリョウホウシカイ

会員異動、会費関係問い合わせ先
〒520-2192
大津市瀬田月輪町　滋賀医科大学医学部附属病院
リハビテーション部　平岩康之　宛
問い合わせ　hiraiwa@belle.shiga-med.ac.jp

fffffffffffffffffffffffffffffffffffffff

ffffffffffffffffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

広報部メールアドレス

shigaptnews@infoseek.jp
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